























































































































































































































































































横須賀市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鎌倉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆｢ごみ半赫計迺』
逗子市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三浦市 ○ ○ ○ ○ ○ ○












































































































































































合計 5,190 6,565 8,906 10’704 10,792 ,393 11j485 111049 18,572 21』916
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圧縮・梱包し再生工場や各メーカーに引き渡され、新たに商品となって生まれ変わるのです。
また「アイクル」には資源ごみの処理だけではなく、住民がリサイクルに関する知識や憎報
を得るためのスペース（パソコン室や学習室などもありました）が設けられています。「市民工
房』と呼ばれる部屋では､裂き織りや紙すきなどの教室が行われています。
『家具工欝』にはシルバー人材センターより常に二人程の職人さんが派過され、大型資源ごみ
に出された家具を新品同様に修理しています。ここで再生された家具は年に２．３回、イベント
的に販売されるのです。きれいな家具が安く手に入る、そしてごみにならずに再生されるので、
まさに、一石二鳥といえます。
「アイクル」は、いかにごみをごみにしないかということを楽しみながら、私たちに学ばせて
くれる施設でありました。
〉
謬
拙
藍
浄
鷲
‐
讓
吻
●
謬
肘
乾
坪
叱
酔
鰯
口
鴬
缶
轌
〉
駿
鈩
肘
埒
興
鴬
鞠
：
夢
●
鷲
騨
鷲
弾
茨
〈
〈
心
Ⅲ
Ⅲ
叱
騏
黙
盟
驚
驚
Ⅱ
騨
騨
躍
數
‐
識
●
笈
☆リサイクル教室で作られた作品
左：草履、右：裂き織りで作った小物 '''1'1雲llI11lill1l嚢1１ 蒋熟》）〉識暉鈍浄弾罫籏苧謹犬
第四章生活科における環境教育としてのごみ簡題
・教育実習技（横須賀市立大津小学校）では
小学校においてこのようなごみ問題などを環境教育につなげる授業には、どのようなものが
考えられるでしょうか。身の回りで起きている事や、廠分たちの住む地域の事をテーマにして
それらを調べたり考えたりすることは、子どもたちが生きていくための力となり、また地域（故
郷）を愛する心を育てることになります。
私の教育災習校（枇須賀71ｍ大津小学校）では、生活科ではなかったものの5学年が総合的な
学習の時間として「始めよう、きれいで依みよい111Jづくり」という学習活動が行われました。
まずこの単元の特徴は、子どもたちが閥分でテーマを決める事です。鐵分たちの学区を実際
に歩き、間に付いた疑問や曰頃から感じている思いを学習の課題にするのです。町の至る所に
落ちているごみのこと、大津港に浮かぶ赤灘のこと、海岸沿いの塀に長く続く落謹きのこと、汚
れた水が流れ込む下水道のこと……たくさんの不忠鱗を子どもたちは見つけました。
子どもたちは、図書館の図瞥やインターネットで情報を集めたり、時には同じ地域に住む人
たちとふれあったりして学習活動を進めます。
学習のまとめの発表会では、鞠信に溢れ、堂々と話をする孑・どもたちの姿が印象的でした。日
７６
環境教育一暮らしとごみ問題を通して－
；
分たちの足で探すことから始まった今回の学習は、子どもたちの心にしっかりと亥１１まれ、おそ
らく一生忘れられない授業となったことでしょう。
ごみについて調べた班の学習活動の展開
くポイ捨て＞＜分別収集＞
・ポイ捨てされたごみに気づく。・ごみ梁積所のごみを見て、ごみを出すには地
４域のルールがあることに気づく。
・地厘ごとにどのようなごみがどれくらい↓
落ちているか調べる。〈ごみ拾いも兼ねる）・違反しているごみがどれくらいあるのか調べる。
↓〈×の張り紙がされているごみを数える｡）
・ポイ捨てについての意識調査（アンケート〉↓
を家族にする。．新しい分別方法がどれくらい浸透しているか
↓家族にアンケートをとる。（今年５月現在）
&。どうしたらポイ捨てが減るか考える。
↓・他の市では、どんな分別をしているのだろう。インターネットなどで調べる。･ポスターを書き、地域へ呼びかけよう。 ↓
・分別されたごみはどうなるのか調べる。
（リサイクルについて調べる｡）
‘
・自分たちでできるごみの減らし方を考える。
3
゜調べたことを新瞬にしよう。
秘
静
僻
心
静
脳
ザ
〉
騨
謬
浄
蝉
噂
･環境教育への発展を考える
環境教育を行う際には、そのテーマが自分の生活と密接につながっているということを意識
することが大切だと思います。今回のごみ分別方法の変更は、私たち伐民にとってはちょっと
したニュースとなりました。
このような機会は、子どもたちにごみ問題（環境問題）を一度徹底的に考えさせる絶好のチ
ャンスなのではないでしょうか。そして、それぞれの家庭で話し合い問題を共に考えることは、
子どもたちだけでなく家族中の意識改懲にもつながるように思えるのです。大津小学校におい
ては、闇らごみ処理の現状に気づきそれを課題に選んだ子どもがいたことが環境教育の始まり
と言えると思います。そして、子どもたちが問題について知りたがっているその時期を見逃さ
ず、調べるきっかけを与えてやることは教師の役目なのだと思います。
総合的な学習の時間だけでなく、生活科の授業で環境教育を展|粥するとなると、牛乳パック
や空き箱を使ったおもちゃ作りもそれにあたります。試みを少し変えて、子どもたちに紙すき
や裂き折りなどを体験させても、－度使ったものをもう一度リサイクルするということを楽し
みながら自然に学んでいくことができます。実際に、リサイクルプラザ『アイクル」のような
場所に行って自分の目で確かめさせるのもいいでしょう｡他にも生ごみ処理機を使って生ごみ
を堆肥にし、それを利用して植物を育ててみるなどいろいろ環境澗題を学ぶ方法は考えられま
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す。また、ごみを出さない工夫を学級・友だち・家族で考えることも立派な環境教育です。
第５章まとめ
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・今後の課題
市民のごみについての欝心は高まりつつありますが、ごみ処理の問題点はまだ多く残されて
います。今やリサイクルは当たり前となり、いかにごみを出さない、作らない、買わないとい
うことが必要となっています。また、市民の意識改革だけでなく処理施設の深刻な問題もあり
ます。
横須賀三浦ブロックの４市１町におけるごみ処理に関する主な間題点だけでも、まとめてみる
と次のようになります。
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◎減麓化・資源化について
資源循環型社会への転換が求められている中、いくら自治体の対策が整っても、住民・事業
者がさらなるごみの発生抑制や排出抑赫や分別の徹底に協力することが必要です。
また、容器包装リサイクル法への対応も課題となっており、すでに分別収集しているものを
含め、より一層の資源化への撒底が求められます。
◎溢源化施設について
今後、ますます滅還化・資源化が重視されていく中、穂極的な資源化を推進するには、新た
に施設整備等の対策を検討する必要があるといわれています。
◎焼却処理施設の更新
３市１１n丁の焼却施設は、昭和50年代に整備された施設がほとんどで、現在ではかなり老朽化
の状態にあります。しかし、新たな施設を建設するには、用地の確保、費用の確保等、様々な
問題があり、将来に向けての大きな課題となっています。
◎ダイオキシン類削減のための値久対策
既にある焼却施設については、ダイオキシン類臘Ｉ減のための恒久対策を実施することが求め
られており、各施設の実状に応じた対策が必要になっています。
◎エネルギーの有効利用
近年、大規換なごみ処理施設では、発生する焼却熱を利用した余熱利用施設（温水プールな
ど）や発魎施設を併設する場合が多く､今後新たに焼却施設を建設する場合にはエネルギーの
有効利庶が求められています。
◎餓終処分場の確保と延命化
４市１町のうち、当而の最終処分場を確保しているのは、３市となっています。そして、現在
使川)している鰻終処分場も平成18年度までには次々と使用期間が終了します。そのため、早急
に峻終処分場の確保が必要となっています。しかし、最終処分場を造るにはそこに住む人たち
7８
､環境教育一幕らしとごみ問題を通して－
の理解を求め、十分な配慮をしなければならず、難しい課題となっています。
また、現在使用している股終処分場の延命化を図るために、減遥化・資源化の徹底が一層求
められています。
◎ごみ処理に係る費用の増加
４市１町における施設維持管理や収集処理に係る費用は、年々増加を続けています。今後、施
設の老潴化が進行し、施設の改良費も必要になると考えられ、より効率的なごみ処理行政が求
められています。
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おわりに
いろいろな視点からごみ間甑について見つめてみると、ごみを分別することで大量のごみを
減らすことができるということにつながりました。また、ごみを減らすには、『燃せるごみ」と
｢不燃ごみ」の両方のごみの麹を減らし、ごみから新しい製品を作り鋼すことを同癖に行うとい
うのが効率のよい減壁方法であると分かりました。
今後私たちは、「資源循環型社会」に向けて一歩一歩進んでいかなければなりません。ダイオ
キシンなどについての問題も、排出抑制のためにはごみの焼却盤を減少させることが嘘祝され
ています。それには国と国民が一つとなり、もっと輿雌に取り組まなければならないのです。私
たちは、今ある現状を正しく見つめ、掛分が社会の一員だという潤覚を持って行動することが
大切といえるでしょう。
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